
森
本
あ
ん
り
著

『反
知
性
主
義
｜

ア
メ
リ
カ
が
生
ん
だ
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（新
潮
選
書
、

一O
一
五
年
、

本
h

汁
（
以
下
、
森
本
あ
ん
り
教

『以
知
問
主
義
』
を
指
す
）
は
飢
餓

村
学
か
ら
歴
史
料
学
に
わ
た
る
領
域
を
射
紅
に
入
れ
る
昨
川
家
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
の
反
知
側
中
－設
の
山引
先
H
h
で
あ
り
、
リ
チ
ヤ
ー
ド

・
ホ
｜
フ

ス
タ
ッ
ク
1
薪
（
田
村
館
夫
訳
）
『
ア
メ
リ
カ
の
反
知
性
主
義
』
（
み
す

ず
れ
H
M
－
一
O
O
三
年
／
原
判

・
一
九
六
竺
作
）
を
相
述
す
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、附附愉悦
さ
れ
た
各
功
例
を
ア
メ
リ
カ

・
キ
リ
ス
ト
教
史
と
絢
い

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
る
。
新
者
（
以
下
、
森
本
あ
ん
り
氏
を
指
す
）

に
よ
る
と
、
本
刊
は
「
多
功
多
制
」（
二
七
六
r
以
）
の
中
で
上
梓
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
「
註
に
つ
い
て
は
、
川
脈
絡
な
学
術
計
ほ
と
川
念
に
は

っ
け
な
か

っ
た
」
（
二
七
五
五
）
も
の
の
、
新
者
が
既
に
薪
し
た
凶
迎

引
か
ら
も
鋭
い
知
れ
る
。
本
誌
の
特
許
形
態
の
館
み
に
倣
っ
て
、
ま
ず

木
刊
を
概
説
的
に
展
製
し
て
か
ら
論
討
を
加
え
よ
う
。

著
者
は
「
は
じ
め
に
」
、
近
年
日
本
に
お

い
て
「
以
知
性
主
義
」
と

い
う
古
来
が
、
巾
犬
A

副
作
や
符
似
性
や
公
共
性
の
欠
ゆ
治
し
た
川
乱
な
大
衆

迎
合
的
気
質
を
指
す
表
現
と
し
て
入
門
に
附
炎
し
た
も
の
の
、
本
来
は

半
世
紀
も
前
に
「
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
｜
」
（
本
計
本
文
中
で
は
こ
う
表
記

成果と）J品製 U:'J'l'-l

改
革
派
契
約
科
学
に
反
し
て
、
従
順
な
人
間
に
対
し
て
神
は
恩
恵
を
も

た
ら
す
は
ず
だ
と
い
う
御
利
絵
的
で
五
志
的
な
契
約
四
併
を
導
き
川
し

た
点
を
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
メ
リ
カ
化
の
象
徴
的
典
型
と
し
て
挙
げ
る
。

す
る
と
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
は
、

神
へ
の
小
山
尖
さ
を
結
m
K
的
に

例
却
し
て
い
る
と
い
う
独
詩
的
な
視
点
が
生
ま
れ
る

（
マ
ッ
ク
ス

・
ヴ

エ
｜
パ
｜
の
「
幸
↑
仙
の
村
義
論
」
）
。
こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
の
土

計
化
、

aX
脈
化
は
、
ウ
イ
ル

ス
に
比
定
さ
れ
る
。
ウ
イ
ル
ス
が
宿
る
生

体
は
ウ
イ
ル
ス
に
大
き
な
影
山
科
を
受
け
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
も
以
坑

適
応
の
た
め
に
自
己
変
絡
を
す
る
点
で
、
ま
さ
し
く
先
住
民
を
抑
圧
し

な
が
ら
ア
メ
リ
カ
に
宿
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
片
務
契
約
迎
併
を
双
務
契

約
型
解
に
病
変
さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

庇
史
的
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
前
か
ら
「
周
期
的
な

熱
病
の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
「
信
仰
復
興
（
リ
パ
イ
パ
ル
）
」
（
五
六

頁
）
を
以
在
化
さ
せ
た
が
、
こ
の
前
似
と
し
て
ピ
ュ

l
リ
タ

ニ
ズ
ム
知

性
下
義
が
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
の
が
、

「第

一
宇
」
で
あ
る
。
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
が
入
相
し
た
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
比
較
的
同
学
際
者
が

多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
典
礼
執
行
を
中
心
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

屯
職
者
と
は
異
な
り
、
山
町hJ
竹
原
市
川
に
基
づ
く
解
釈
か
ら
紡
ぎ
川
さ
れ
た

説
教
を
重
視
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
牧
師
に
は
、
特
定
数
派
仲

学
よ
り
も
将
遍
的
側
航
を
有
す
る
十
川山
県市
川学
や
そ
れ
に
辿
づ
く
釈
義
学

と
い
う
高
度
な
学
識
が
必
裂
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
｜
ツ
と
呼
ば
れ
る
教
義
諸
学
科
が
屯
川
制
さ
れ
た
の
も
、
救
い
以
外

の
一
般
的
な
事
例
も
合
む
虫
引
を
聖
職
者
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
信
徒

「
熱
病
」

の
正
体
』

本
文

註
二
七
七
｜
二
八

ー
二
七
六
頁
、

一頁）

’＝と，
広三I

平

望

さ
れ
て
い
る
）
の
前
掲
判
に
遡
及
さ
れ
る
功
門
用
初
で
あ
り、

ア
メ
リ

カ
の
知
的
伝
統
の
め
非
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

・
キ
リ

ス
ト
教
史
の
予
備
的
知
識
な
し
に
は
叫
明
閤
矧
な
名
不
で
あ
る
点
を
指

附
す
る
。
か
く
一
言
う
反
知
性
主
義
は
、
「
知
性
そ
の
も
の
で
な
く
そ
れ

に
付
随
す
る

『何
か
』
へ

の
以
対
で
、
社
会
の
不
健
全
さ
よ
り
も
む
し

ろ
健
全
さ
を
示
す
指
様
だ

っ
た
」
（
凶
頁
）
の
で
あ
り
、
各
種
研
究
機

関
で
は
以
先
端
科
学
技
術
が
駆
使
さ
れ
る

一
方
、
教
会
で
は
進
化
論
を

再
定
す
る
創
造
論
や
死
者
の
復
活
が
側
臥
さ
れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
社

会
を
緋
く
際
の
袋
と
し
て
解
明
的
な
役
訓
を
栄
た
す
と
同
時
に
、
二一

判
紀
の
けい
本
に
と

っ
て
も
汎
川
性
に
日
む
主
姐
で
あ
る
。

ま
ず
「
プ
ロ
ロ

ー
グ
」
で
は
、

二
O
O
四
年
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
倣
の

同
葬
式
典
に
お
い
て
、
本
人
の
辿
吾
川に
誌
づ
い
て
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
指
糾

者
ジ
ョ
ン

・
ウ
イ
ン
ス
ロ
ッ
プ
の

一
六
三
O
年
の
説
教
が
朗
読
さ
れ
た

点
に
台
及
し
、
人
間
の
服
従
と
背
反
の
そ
れ
ぞ
れ
に
刻
し
て
神
が
与
え

る
祝
楠
と
滅
び
を
明
示
し
た
申
命
記
コ一

O
au与
を
引
用
す
る
こ
の
説
教

が、

神
の
一
方
的
で
無
条
件
の
瓜
簡
を
説
く
本
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

が
同
様
に
し
て
直
接
自
力
で
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る

（「聖
川
原
則
」
と
「
万
人
祭
司
」

凶
三
頁）
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
牧
師
は
教
会
員
全
員
の
平
等

な
投
烈
に
よ
っ
て
教
会
に
附
川附
さ
れ
た
が
、
仰
の
九
時
か
ら
以
低
三
時

間
は
続
く
礼
拝
は
、
祈
執
と
型
升
朗
読
と
「
プ
レ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
」

（五

O
頁）
、
つ
ま
り
、
平
明
な
語
り

n
訓
に
よ
る
説
教
か
ら
な
り
、
型

打
原
町品川や
教
父
文
献
の
多
用
は
回
避
さ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
同
席
す

る
坊
で
神
学
的
主
姐
が
谷
赦
な
く
諮
ら
れ
た
。

今
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
メ
ガ
チ
ャ
ー
チ
で
の
熱
狂
的
礼
拝
や
大
統
領

選
挙
と
い
う
巨
大
政
治
シ
ョ

ー
が
隆
臓
を
極
め
て
い
る
が
、
「
第
二
平」

は
そ
れ
ら
の
背
公
に
あ
る
「
信
仰
復
興
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
こ

れ
は

一
八
世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
を
、

一
九
世
紀
に
は
奴
隷
制

成
止
迎
動
や
久
性
の
権
利
拡
張
巡
動
を、

二
O
世
紀
に
は
公
民
権
運
動

や
消
費
者
運
動
に
料
差
し
た
が
、
そ
れ
は
信
仰
復
興
運
動
が
一平
等
と
い

う
ア
メ
リ
カ
的
出
念
を
社
会
の
中
で
具
現
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

大
党
問
を
記
似
し
た

一
八
世
紀
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン

・
エ
ド
ワ

l
ズ
に
よ
る

と
、
北
東
部
の
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
か
ら
中
部
植
民
地
の
ニ
ュ

l
ジ
ャ

ー
ジ
ー
な
ど
に
至
る
ま
で
教
会
は
大
脇
況
で
、
エ
ド
ワ
｜
ズ
自
’
身
の
教

会
は
老
若
男
女
、
黒
人
も
こ
の
山
来
事
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
。

教
者
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
「
集
凶
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
（
五
八
頁
）
は
、

信
仰
の
希
薄
化
の
進
ん
だ
第
二
、
一二
回
代
の
附
加
と
そ
れ
ら
の
世
代
に

期
待
さ
れ
る
回
心
体
験
の
必
裂
性
と
、

他
方
で
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
人

n急
別
と
そ
れ
に
伴
っ
て
信
仰
復
興
を
伝
え
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
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発
達
を
北
川
対
と
す
る
が
、
こ
の
後
者
の
具
体
例
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス

か
ら
訪
米
中
の
ジ
ョ
ー
ジ

・
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の

「説
教
し
て
は

印
刷
す
る
」
（
七
凶
頁
）
と
い
う
伝
道
が
あ
り
、
こ
れ
は
現
代
の
テ
レ

ビ
伝
道
者
の
雛
型
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
手
法
は
「
自
作
自
演
」
劇
だ

と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
七
市
日
）
、
伝
道
弁
ら
の
伝
え
る
イ

エ
ス
こ
そ
、
律
法
学
者
た
ら
の
偽
持
性
を
附
評
し
た
点
で
以
知
問
主
義

の
原
点
で
あ
る
（
八
五
頁
）
。

「第
＝
市
」
は
、
こ
の
よ
う
な
反
知
性
、
L
誌
を
古
川
む
史
閣
の

一
つ
と

し
て
の
平
等
の
山
念
を
取
り
じ
げ
る
。
平
等
概
念
は
宗
教
改
革
の
刀
人

祭
司
論
を
原
点
と
し
、

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
に
も
す
べ
て
の
人
の
平
等

が
唱
道
さ
れ
る
が
、
山切
実
社
会
で
は
戸
小
中
労
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た

状
況
と
折
り
合
い
を
付
け
つ
つ
改
市
を
進
め
た
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
や
ル
タ

1
派
と
い

っ
た
主
流
派
チ
ャ
ー
チ
仰
と
は
川
に
、
幼
児
洗
礼
を
否
定
し

て
教
会
の
存
立
を
総
本
か
ら－
合
定
す
る
同
洗
礼
派
や
、
既
存
の
教
会
制

度
や
教
職
制
度
を
行
定
す
る
微
’
M
地
的
平
等
主
義
に
立
つ
ク
エ

ー
カ
ー
と

い
っ
た
セ
ク
ト
型
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
主
流
派
教
会
か
ら
迫
害
を

受
け
つ
つ
も
、
公
定
教
会
の
防
止
と
い
う
政
教
分
脈
に
お
い
て
個
人
の

向
山
と
権
利
を
榔
識
す
る
合
理
主
義
的
な
世
俗
政
治
家
た
ら
と

一
致

し、

ア
メ
リ
カ
で
活
路
を
川附
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
セ
ク
ト
砲
と

反
知
性
主
義
と
の
附
の
親
和
性
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
反
知
性
主
義
は
自
然
観
に
も
深
い
側
係
が
あ
る
こ
と
を
桁
摘
し

た
の
が
、
「
第
凶
立
」
で
あ
る
。
ジ
ヨ
ナ
サ
ン

・
エ
ド
ワ
｜
ズ
が
自
然

の
美
に
制
限
人
し
て
仲
の
栄
光
を
けん
て
取
り
、
卜
九
四
紀
の
ラ
ル
フ

・
ウ

j戊占11:とJj語以 （；！？評）

員）
、
あ
る
意
味
で
言
わ
ば
料
と
人
の
対
等
川口
を
示
唆
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
平
等
官
級
は
、
女
性
や
川市
人
の
社
会

進
出
を
後
押
し
し
た
彼
の
実
践
志
向
に
も
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
第
六
キ
」

は、

ア
メ
リ
カ
が
工
業
化
、
都
市
化
す
る
と
共
に
大
仙

の
川
畑
氏
を
受
－w廿
す
る

一
九
世
紀
末
に
到
来
し
た
第
三
次
信
仰
復
興
運
動

を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
代
に
活
脱
し
た

大
衆
伝
道
右
ド
ワ
イ
ト

・ム
ー
デ
ィ
ー
が
移
り
気
な
人
々
の
気
質
を
見

抜
い
て
い
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
た
後
に
、

リ
パ
イ
パ
ル
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

「相
性
」（

一
九
O
頁
）
に
着
目
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
リ
パ
イ
パ
ル

に
よ
っ
て
人
は

一
度
で
虫
人
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
繰
り
返
し

リ
パ
イ
パ
ル
集
会
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は

一
つ
の
附
品
で
制
比
で

き
ず
に
繰
り
返
し
同
じ
商
品
を
必
要
と
す
る
客
を
相
手
に
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
と
類
比
的
凶
係
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
尖
際
、
ム
ー
デ
イ
｜
主

催
の
リ
パ
イ
バ
ル
集
会
と
し
て
附
業
施
設
が
松
川
さ
れ
た
り
、

集
会
得

用
施
設
が
設
立
さ
れ
た
り
と
、

「大
規
般
商
業
資
本
と
大
規
模
リ
パ
イ
パ

リ
ズ
ム
は
、
双
生
児
の
よ
う
に
仲
が
よ
い
」
（
二
O
三
頁
）
。
ム
｜
デ
イ

｜
肉
’M
は
身
の
丈
に
合
っ
た
生
涯
を
口
い
た
も
の
の

（
ニ
O
五
頁
）
、

こ
う
し
た
分
析
は

「巡
回
伝
道
」
の
世
俗
版
が

「巡
回
セ
ー
ル
ス
」
で

あ
る
と
い
う
示
唆
と
相
候
っ
て
（
二
O
八
貞
）
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
メ

ガ
チ
ャ
ー
チ
の
牧
師
が
、
成
功
し
た
経
営
者
と
凡
な
さ
れ
る
傾
向
を
想

起
さ
せ
て
く
れ
る
。

以
上
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
反
知
性
主
義
の
体
現
者
ら
の
完
成
態
と
し

て
、山一
如
身
か
ら
大
リ
ー
グ
野
球
選
手
を
経
て
大
衆
伝
道
右
に
な
っ
た

オ
ル
ド
l
・
エ
マ

ソ
ン
が
自
然
こ
そ
神
性
の
胤
明
切
で
あ
る
と
し
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
的
知
性
や
科
物

へ
の
過
剰
依
存
に
対
し
て
鮮
鋭
を
的
ら
す

時、

こ
こ
に
も
以
知
性
主
義
が
凡
ら
れ
る。

そ
の
後
の
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
国
土
拡
張
を
背
対
と
す
る
第
二
次

信
仰
復
興
運
動
は
、

「第
一h
．品川十
」
で
探
究
さ
れ
る。

こ
の
時
期
に
特
に

成
長
し
た
の
は
、

叫い川
将
制
の
下
で
浴
田
牧
師
制
の
効
率
性
を
活
用
し
た

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
と
、
牧
師
任
命
椛
が
各
教
会
に
あ
る
各
例
教
会
主
義

の
パ
プ
テ
イ
ス
ト
教
会
で
あ
る
。
こ
う
し
た
激
派
は
、
「ぷ
朴
な
型
打

よ
議
、
楽
観
的
な
共
同
体
思
考
、
保
守
的
な
道
徳
観
」
（

一一
点
＝
頁）

を
共
有
し
て
、
今
日
の
儒
品
目
主
義
の
素
地
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
教
派
で
所
附
し
た
伝
道
者
た
ち
が
必
ず
し
も
向
学一
肢
の
イ
ン
テ

リ
で
は
な
か

っ
た
こ
と
と
並
行
し
て、

一
八
二
八
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
に
お
い
て
、
第
二
代
大
統
領
を
父
に
持
つ
イ
ン
テ
リ
の
ア
ダ
ム

ズ
で
は
な
く
、

軍
人
と
し
て
の
名
戸
は
あ
っ
た
も
の
の
素
朴
で
実
上位
な

ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
大
勝
し
た
こ
と
も
こ
の
時
期
の
反
知
性
主
義
の
象
徴
的

山
来
事
で
あ
る
。
こ
の
大
衆
的
ジ
ャ
ク
ソ
ン
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を品
川
故
に

し
て
位
以
し
た
の
が
、
第
二
次
信
仰
復
興
辺
助
の
中
心
人
物
チ
ャ
ー
ル

ズ

・
フ
イ

ニ
ー
で
あ
り
、
彼
は
山
早川
や
仙仰
向子を
独
学
で
学
び
、
忠
利
原

語
に
越
づ
く
釈
義
を
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
聴
衆
を

凶
心
に
引
い
た
ぶ
で
以
知
性
中
しみ
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
リ
パ
イ

パ
ル
に
つ
い
て
彼
が
、

川刊
に
よ
る
奇
跡
で
は
な
く
、

仲
と
人
の
協
力
作

業
で
あ
り
、
人
間
に
労
働
と
休
’
込
と
い
う
生
活
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
と
問

般
に
、
時
期
を
比
定
め
る
必
泌
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
点
も

ご

八

一
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ニ
」1
山
紀
初
頭
の
ビ
リ
｜
・

サ
ン
デ
ー
が
以
終
半
、
「
第
七
年
」
で
粕

托
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
人
物
の
説
坊
は
、

陶
北
戦
争
品川
に
訪
米
し
た
フ

ラ
ン
ス
人
ト
ク、グ
イ
ル
が
ア
メ
リ
カ
で
は
知
性
に
お
け
る
平
等
の
理
念

が
似
づ
い
て
い
る
こ
と
を
飢
終
し
た
よ
う
に
、
品
で
も
向
ら
の
山
内
に

聞
係
な
く
向
己
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
信
念
が
社
会
に

活
着
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
お
り
、
巨
州
恨
の
笛
を
築
い
た
サ
ン
デ

ー
自
身
は
、
リ
パ
イ
パ
ル
の
手
法
を
「
ピ
シ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
」
（二
四
三

頁）

か
ら
学
ん
だ
と
公
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
と
閃
辿
し
て
、
教
会
が

経
済
的
に
は
税
金
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
国
教
会
制
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
は
以
な
り
、
出
法
、が
政
教
分
削
を
定
め
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
教
会

が
言
わ
ば
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
自
巾
競
争
に
よ
っ
て
サ
パ
イ
プ
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヰ
怖
や
、
好
戦
的
な
行
進
山
が
賛
美
歌
と
し
て
活

刑
さ
れ
た
点
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
実
に
、
教
会
や
伝
道
者
の
こ
の

よ
う
な
「
向
助
」
が
村
に
よ
る
「
天
助
」
と
相
即
し
て
い
る
と
い
う
点

が
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
な
の
で
あ
る
（
二
五
六
頁
）
。

以
後
の

「
エ
ピ

ロ
ー
グ
」
で
は
、
本
和一
日
の
議
論
が
位
脱
さ
れ
る
。
木

米
、
「知
性

（5
E一四
三
）
」
は
、

中
な
る
「
知
能
（
5
豆
一
応

g
nm）
」
と
は

異
な
り
、
自
分
に
適
用
す
る
「
ふ
り
か
え
り
」
機
能
が
あ
り
、
特
に
権

力
と
の
癒
着
に
対
す
る
反
感
が
本
引
で
反
知
判
主
義
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
（
二
五
九

二
六
二
頁）
。
こ
の
以
知
性
主
義
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
王
制
や
貴
族
社
会
、
宗
教
改
あ
と
い

っ
た
権
威
や
伝
統
の
欠
如
し

た
ア
メ
リ
カ
で
代
科
的
に
所
脱
し
た
知
識
人
に
よ
る
知
性
主
義
と
共
に

や
ま
れ
た
抑
制
機
能
で
あ
り
、
以
主
的
平
等
を
希
求
す
る
こ
の
気
質
は
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い
か
な
る
体
制
に
対
し
て
も
異
議
を
申
し
立
て
る
権
利
が
あ
る
と
い
う

宗
教
的
般
信
に
被
差
し
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
本
舎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
股
史
的
出
来
窃
の
読
図
に
信
仰

復
興
や
平
等
の
理
念
が
伏
在
し
、

そ
れ
ら
の
反
知
性
主
義
が
知
性
主
義

と
倍
抗
し
て
き
た
歴
史
や
、
教
会
の
そ
の

〈リ
パ
イ
パ
ル
〉
が
実
は
教

会
の

〈サ
パ
イ
パ
ル
〉
の
た
め
に
も
必
嬰
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
プ

ラ
グ
マ
テ
イ
ズ
ム
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
通
有
す
る
形
態
を
納
っ
て
い
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
教
会
が
現
代
の
娯
楽
に
相
当
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た

点
も
際
や
か
に
論
証
し
、

そ
の
過
程
で
当
時、

当
地
の
興
味
深
い
逸
話

や
ア
メ
リ
カ
社
会
を
具
体
的
に
活
写
し
た
映
画
の
紹
介
を
随
所
に
鍛
め

た
達
意
の
師
表
的
制
先
古
で
あ
り
、
読
者
に

〈
マ
ネ
ー
ジ
〉
し
き
れ
な

い
ほ
ど
広
汎
な

〈イ
メ
ー
ジ
〉
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
例
え
ば
、
本
訟

の
反
権
力
的
反
知
性
主
義
は
、
か
つ
て
学
校
教
育
か
ら
兇
除
て
ら
れ
た

発
明
王
エ
ジ
ソ
ン
（

一
八
四
七
年

一
九
三一

年
）
が
、
「
都
屯
池
の

実
験
に

一
万
四
失
敗
し
て
友
人
に
慰
め
ら
れ
た
附
、

う
ま
く
行
か
な
い

や
り
方
を

一
万
通
り
発
明
し

た
だ
け
だ
よ
と
言
っ

た
」
こ
と
や

（

J
4
6
5
g
肘
全
包
ロ
＼
可
芯
苓
ぞ
ミ
旬
。
。
』
同
ミ
ミ
ミ
己
、
民
叫～
b
h
S
E王
町

臥

温

［の
E
n担
問

ou

－F
百四
一ι
向
山
口
円
刊
号
コ
凹
何
回
開

a
E口同門

5
5一（
U
O
号
。
『
き

o
p
］深山内山］

u司

凶。
）
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
幽
混
と
呼
ば
れ
た
ジ
ョ
ン

・
ナ
ツ
シ
ユ
（

一
九

二
八
年
｜
二
O
一
五
年
）
が
、
「独
創
性
に
悶
執
し
、
既
成
の
権
威
を

蔑
視
し
、
自
立
心
を
保
と
う
と
心
を
砕
い
た
」
こ
と
（
シ
ル
ヴ
イ
ア

・

ナ
サ
｜
若
［
筑
川
佐
訳
］

『
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル・

マ
イ
ン
ド

天
才
数

学
者
の
絶
望
と
奇
跡
』［
新
糊
制
・

ニ
O
O
二
年
］
十
頁
）
に
怨
到
さ

そ
の
建
物
に
隠
然
と
残
さ
れ
て
い
る
粕
妙
な
設
計
図
と
そ
れ
に
基
づ
く

建
築
手
法
に
は
誰
も
手
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
通
り
す

が
り
の
人
で
も
そ
の
中
の
喫
茶
店
で

一
時
を
過
ご
す
な
ら
、
そ
の
建
物

成果とj喪主巴（，1 ~：評）

せ
、
戦
前
、
的
見
俊
輔

（
一
九
二
二
年
l
二
O
一
五
年
）
が
大
学
生
の

頃、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会

っ
た
へ
レ
ン
・
ケ
ラ
｜

（
一
八
八

O
年
l
一

九
六
八
年
）
か
ら
、
大
学
で
「
学
ぶ
（
－8
2ご
こ
と
を
「
学
び
ほ
ぐ
す

（E
三
g
ヨ
ご
必
要
が
あ
る
と
教
え
ら
れ、

そ
の
際
、
型
通
り
に
編
ん
だ

セ
ー
タ
ー
を
元
ど
お
り
に
ほ
ど
い
て
、
自
分
の
体
に
合
わ
せ
てい
細
み
直

す
こ
と
だ
と
岨
解
し
た
経
総
と
も
通
底
す
る（
『朝
日
新
聞
こ
O
O六
年

一一一
月
二
七
日

朝
刊

オ
ピ

ニ
オ
ン

一
』
一
五
頁
）
。
「
学
び
ほ
ぐ
す
」

と
い
う
「
ふ
り
か
え
り
」
機
能
に
は
、
権
威
や
権
力
と
癒
治
し
た

「既

存
の
通
説
の
欣
剛
性
を
教
え
る
（
E
2
8
n
E）
」
教
育
者
の
存
在
が
重
要

で
あ
る
。
そ
れ
は

一
般
に
、

一
過
性
の
専
門
的
知
識
よ
り
も
永
続
的
な

リ
ベ
ラ
ル
ア
l
ツ
的
知
恵
を
授
け
、
森
有
正
の
一言
葉
で
言
う
と
浅
薄
な

「体
験
」
よ
り
も
変
革
的

「経
験
」
を
内
町
化
さ
せ
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
イ

エ
ー
ル
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
い
う

隆
史
的
変
遜
は
（
四
六
頁
）
、
さ
ら
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
か
ら
独

立
し
た
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
！
神
学
校
の
保
守
的
改
革
派
神
学
思
想
と

そ
の
後
の
分
裂
や
、
そ
も
そ
も

一
九
世
紀
初
頭
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
ユ

ニ
テ
リ
ア
ン
勢
力
に
対
仙附し
て
開
設
さ
れ
た
ア
ン
ド
l
パ
！
神
学
校

で
、
こ
の
位
で
キ
リ
ス
ト
者
と
な
れ
ば
天
国
へ

、
そ
う
で
な
け
れ
ば
地

獄
へ
行
く
と
い
う
単
純
な
二
分
法
と
は
川
に
、
こ
の
世
で
キ
リ
ス
ト
教

に
桜
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
人
の
枚
い
を
巡
っ
て

一
九
世
紀
後
半
に
繰

り
広
げ
ら
れ
た
論
争
（
「
ア
ン
ド
l
パ
1
論
争
」
）
な
ど
も
考
応
す
る
な

ら

一
一刷
、
知
性
の
役
刑
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

通
行
人
が
櫛
測
な
建
物
を
汚
し
た
り
、傷
つ
け
る
こ
と
は
容
易
だ
が
、
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の
真
側
を
味
到
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
品
約
評
は
統
制
判
的
要
素
を
内
包

す
る
。
読
者
は
本
告
と
共
に
著
者
の
他
の
著
作
や
そ
れ
ら
の
引
用
文
献

も
味
読
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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